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コムギの枯れ熟れ症状対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チゼル処理によるコムギの生育・収量への影響 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（水田高度利用担当  TEL 048-594-8321） 

 本県のコムギは全国第 7 位の生産量を誇る産地ですが、近年、成熟期前に

コムギが急速に枯れ上がる「枯れ熟れ症状」の発生により収量が不安定とな

っています。 

 この対策として、チゼルプラウによる深耕を行ったところ、土壌硬度や作

土深の改善が図られ、増収できることを明らかにしました。また、これらを

含め「枯れ熟れ症状」が発生しやすい圃場の判断指標と対策技術をまとめた

「コムギの枯れ熟れ症状対策」リーフレットを作成しました。 

チゼルプラウを用いた深耕作業と土壌硬度改善効果 

「コムギの枯れ熟れ症状対策」 

リーフレット 

(http://www.pref.saitama.lg.jp 

/b0909/suidenkoudoriyou.html) 

チゼルプラウを用

いた深耕により 

10ｃｍ以深が 

軟らかくなった 

 

茎立期 出穂期 成熟期 ㎡当 ﾀﾝﾊﾟｸ質

処理区 茎数 茎数 穂数 粒数 含有率

(本/㎡) (本/㎡) (本/㎡) (本/㎡) (kg/10a) (千粒) (g) （％）

チゼル区 127 1258 607 538 590 15.2 41.1 9.8

無処理区 125 1146 601 471 537 13.6 40.7 9.3

対無処理区比(差) 102 110 101 114※ 110※ 112 101 0.5※

注）
※
は、年次および処理の有無の2元配置分散分析を行い、5％水準で有意差を示す。

千粒重収量苗立数


